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　富樫ら（1985,1986）は，これ迄に白山の亜高山帯上部より高山帯に生育しているコバイケイソウ，

クロユリ，イブキトラノオ，オンタデ，ミヤマキンポウゲ，ミヤマキンバイ，チングルマ，ベニバナ

イチゴ，ウラジロナナカマド，ハクサンフウロ，ハクサンボウフウ．コイワカガミ．ハクサンシャク

ナゲ，アオノツガザクラ，イワギキョウ，オオヒョウタンボク，ミヤマアキノキリンソウといった高

山植物の訪花昆虫について報告した。今回はハクサントリカブト（

Acontium

hakusanense

Nakai）

の訪花昆虫について報告し，あわせて白山の高山帯に生息するマルハナバチ類の簡易な区別法につい

て述べる。1)｡2)

調査地域と花の構造

　調査は1987年8月24日（曇り）に白山登山道の一つ，砂防新道の海抜2,100～2,200mの間に生育し

ているハクサントリカブト（門田, 1986,によれば，調査地域周辺はハクサントリカブト，ミヤマト

リカブト，リョウハクトリカブトの混生地域とされており，ハクサントリカブトの多い地域という）

の花で行った。

　トリカブト属植物の花はかぶと状花冠を呈している。この花には１対の下唇片,

1対の側唇片，お

よび上萼片（かぶとと称する）と，上唇片の内部にある花弁（蜜弁と称する）雄芯，雌芯とから成り

立っている（門田,

1984）。 結果と考察

　ハクサントリカブトの花を訪れた昆虫類はマルハナバチ類のみ（第１表）で，他のハナバチ類やハ

ナアブ類，クロバエ類などは訪れなかった。
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　訪花した２種のマルハナバチのうち，ナガマルハナバチ

B.

consobrinus

witterburgi

の飛来数はヒ

メマルハナバチ

B.

beaticola

beaticola

に比べて多かった。

　ハクサントリカブトの花に飛来した両種は，いずれも１対の側萼片の間から花の中に入り上萼片の

方へもぐり込んでゆく。このためハチの体は外部からは見られなくなる。この間にハチは蜜弁の距か

ら吸蜜するのであろう。上萼片の方までもぐり込んだハチは，しばらくするとあとずさりしながら側

萼片の間へ腹部末端から出てくる。そして体全体が側萼片の間から抜け出すと次の花へと飛んでゆ

く。

　しかし，花からでてきたハチの後脚脛節の花粉槽には花粉が団子状に付着してはおらず，むしろ薄

層で後脚脛節の花粉槽の底部に付着していた。それ故，花粉槽に花粉を団子状に付着させるには，か

なり多くの花を訪れなければならないことを示唆しているように考えられた。

　清水（1983）は，ミツバチ科のハチの中舌は他のハナバチ類の中舌に比べ長く伸びていると述べて

いる。このことは，マルハナバチ類が開口部の小さい壷状花冠の花からも吸蜜できることを示唆して

いる，。同様に蜜弁が上萼片の内部にあり，しかも蜜が蜜弁の距の部分に分泌されるというかぶと状

花冠の花の場合も，マルハナバチ類の吸蜜は可能となる。

　すなわち，かぶと状花冠や壷状花冠の花からの吸蜜は，中舌の長いマルハナバチ類がもっとも適し

ており，また，かぶと状花冠の花の花粉媒介にはマルハナバチ類がもっとも適しているといえよう。

　ところで，白山の亜高山帯上部より高山帯にかけては5種のマルハナバチ類が生息している。これ

を現地で簡単に識別できるよう，毛の色に基づ｡く検索表を作ってみた。しかし，これはあくまでも白

山の亜高山帯上部より高所に生息するマルハナバチ個体群についてのものであることをここにことわ

っておく。
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摘　　　　要

　本文ではハクサントリカブトの訪花昆虫について取り扱った。

　かぶと状花冠や壷状花冠の花から吸蜜可能なハチはマルハナバチ類で，特にかぶと状花冠の花の花

粉媒介にもっとも適した昆虫と推察された。

　白山におけるマルハナバチ類の同定に利用できるよう体毛に基づく検索表を作成した。
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Summary

In this paper, I report on bees visitingflowers of Acontium hakusanense. Bees visited flowers

of A. hakusanense were two species, namely , Bombus consobrinus witterburgi and B. beaticoh.

beaticola.I give a key to five species of the genus Bombus occurring in the alpine zone of Mt.

Hakusan.
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